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日本語母語話者の会話における「情報伝達行動の持続」

李麗燕＊
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要旨

会話に参加するにあたって，「話の展開に関する主導権」を独占して，言いたいことを最後

まで順調に言い続けるのは簡単なことではない．他の会話参加者に「話の展開に関する主導

権」を奪われることによって，自分の行ってきた情報伝達行動が途中であるにもかかわらず，

やむをえず中断することがあるからである．その中断が現れないように，つまり， r話の展開

に関する主導権J を他の会話参加者に奪われないように，話し手は何らかの技術を使わなけれ

ばならなくなる．

本稿では，「情報伝達行動の持続」に焦点を当て， 日本語母語話者の話し手が，情報伝達行

動の中断を防ぐために，つまり， r話の展開に関する主導権」を持ち続けるために使う技術を

「接続表示」， r注目要求J, ＇時間稼ぎ IJ, I他者無視」の 4種類に分けて詳述した．また，この 4

種類の技術を学習項目として会話教育の現場に導入する必要性も示唆した．

1. はじめに

会話においては，一人の会話参加者が「話の展開に関する主導権」を独占して，ある事柄につ

いてのまとまった情報を伝えることが観察される．このような情報伝達行動を成し遂げるために

は，何らかの技術を使わなければならない．その技術は，情報伝達行動の冒頭，途中，末尾に現

れる．冒頭では，情報伝達行動を始めるために，「話の展開に関する主導権J を取る技術が必要

とさjもる（メイナード 1993; Edelsky 1981; Je妊erson 1978; Maynard 1989; Polanyi 1985; 

Sacks 1972）.途中では，その取った「話の展開に関する主導権」を持ち続ける技術も無視する

わけにはいかない．また，末尾では， γ話の展開に関する主導権」を終える（あるいは渡す）技術

も知っておくべきであろう．「話の展開に関する主導権J を他の会話参加者に奪われることによ

って，自分の行ってきた情報伝達行動が途中であるにもかかわらず，やむをえず中断することが

ある．その中断された情報伝達行動を再開するために，何らかの技術が使われる（李 1997）.一
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方，その中断が現れないように，つまり，「話の展開に関する主導権Jを他の会話参加者に奪われ

ないように，話し手が何らかの技術を使うことも考えられる．本稿では，「情報伝達行動の持続J

に焦点を当て，話し手が，情報伝達行動の中断を防ぐために，つまり， r話の展開に関する主導権」

を持ち続けるために使う技術について考察する．これは，日本語母語話者の会話における「情報

伝達行動の持続J の実態を明らかにしようとする実証的な研究であると同時に，それに際して使

われる技術を学習項目として日本語教育の現場に導入する必要性をも示唆するものである．

2. 研究方法

考察に用いる資料を実際に行われた日常会話から採ることにした．これは筆者が日本人（日本

語母語話者）の友人に頼んで録音してもらったものである．「親しい友人と雑談するチャンスがあ

れば，その会話を録音してください」というのが依頼の内容である．全部で、五つの雑談があり，

いずれも親しい友人同士2名によって行われたものである．録音は， 1994年4月から 6月の開

に行われた．会話資料の詳細は次の通りである．

会話資料 会話参加者 性別 年齢 時間 会話の行われた場所

資料 1
話者 A 女 30代

約 31分 大学院生の研究室
話者 C 女 20代

資料 2
話者 B 女 20代

約 43分 大学院生の研究室
話者 F 女 20代

資料 3
話者G 女 20代

約 45分 公圏
話者H 女 30代

資料 4
話者 I 女 20代

約 45分 話者 Iの自宅
話者 J 女 20代

資料 5
話者K 女 20代

約 35分 話者Kの自宅
話者L 女 20代

上の表にみられるように，会話参加者は合計 5組で， 10名である．録音テープは筆者が文字

化し，それを日本語母語話者に確認してもらった上で，分析のための資料とした．以下は本稿に

おける会話例の表記方法である．

く時間の経過と共に横に進み， 2名の発話の重なり部分がみえるように表記する〉

↑ 上昇音調 i ( ) 非言語行動

↓ 下降音調 × 開き取れない箇所（1拍を表す）

一→ 平板音調 沈黙の間（1秒を表す）

↓↑ 下降音調＋上昇音調 00, <><> 人名
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3. 情報伝達行動の「持続J にあたってみられる技術

他の会話参加者の行動による中断を防ぐために，話し手はある事柄についてのまとまった情報

を伝えながら，同時に何らかの技術も使っていると考えられる．この技術は，「話の展開に関す

る主導権J を持ち続けるためのものである. r話の展開に関する主導権」を失いそうな場合に現

れることもあるし，そうではない場合に現れることもある．次の図にみられるように，情報伝達

行動の途中に観察される．

情報伝達行動

情報伝達行動の「持続J にあたって，日本語母語話者が「話の展開に関する主導権J を持ち続

けるために使う技術を「接続表示J, r注目要求j，「時間稼ぎJ，「他者無視J の4種類に分けて，

次の 3-1.～3-4.で詳述する．

3-1. 接続表示（技術的

「接続表示」は意味を論理的に繋げていくために使われるものである．「接続表示」が現れた時

点では，聞き手は，「話し手には情報伝達行動を続けていく意欲があるJ，と認定しやすいので，

「話の展開に関する主導権J を取らずに，話し手の話を聞き続けることが多い． したがって，話

し手にとっては，「接続表示」は「話の展開に関する主導権J を持ち続けるために使える技術の

1種である．例えば，次の（例 1）における「それでねー↑ J，「そしたら－J, rでー」，（例 2）にお

ける「だからJ，「そうすとさーJ，「でも」がその例である．

（例 1) 資料5より

01Kiなんかね｝↓ これ わたしがー ふざけてね？ なんか （笑う） 向こうがね （笑う） 手紙

02Li （笑う）

03Kil乙ね｝↑ あのー あれつ A あの かいつ あの｝新しい曲が色々できたんだ とか言つ

04Li うん↓ （笑う）

OSK！てるからー うん↓機象額調笑わないでよー （笑う） 係機縁議多額 （笑う） 新しい

06L: （笑う） （笑う） （笑う）

07K：曲ができたんだって書いてたから うん↓ あたしあーそれは一度聞いてみたいわ って

08Li うん↓

09K！いうふうにー ちょっと 挨拶みたいに書いたのよ一機繁務髪務あのすぐ カセットを送った

10Li うん↓ うん↓
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11K！からね とかつて返事が来て えー↑ とか思ってー その手紙はすぐ来たんだけ

12L! ふーん うん↓ うん↓

（例 2) 資料 5より

01Ki音楽やってる人にとってさー それねー↓ んっ 美術なんかでもそうだと思うけど 美術館なんか

02Li うん↓

同展覧会とかも高いじゃないー↓盤醤千円とか取るとこあるでしょう↑ あ一一一ん

04Li うーん↓ 本当ね↓ うん↓ あるねー↑

osKj （笑う） 際数参議室費そう やっぱり 美術やってる人とか音楽やってる人とかっ何回も

06L／そういうとこ

阿見たり開いたりしたいつ したわけじゃない↑ 璽それお金の問題でさ一行けなくな

08L! そういうっ そうなん

09K！っちゃうでしょう↓ それってね悲しいなーとは思うよ うーん↓

10L jです 悲しいつなーと思う だっていくら働

上の（例 2）では，話し手である話者Kの「…見たり開いたりしたいっ， したわけじゃない↑」

(07行自）という発話に対して，それまで聞き手であった話者Lは「話者 Kの話はもう終わっ

たJ と判断して，「そういうつJ(08行日）という発話によって，「話の展開に関する主導権J を

取ろうとしているのではないかと思われる． しかし，元の話し手である話者Kは「でもJ(07行

自）という「接続表示」を使って，情報伝達行動を続けている．この「でもJ は意味を論理的に

繋げていくために使われるものであるが，問時に，「話の展開に関する主導権」を持ち続けよう

とする話者Kの意欲もこの「でもJ の使用によって観察できるであろう．

一方，次の（例 3）における rなに話したかというとー」，（例 4）における「何が目的だ、ったかっ

ていうと」，（例 5）における「なんでかっていうとー」はその次にくる話がどんな話かについて

の表示であるため，「メタ言語」に属する． このような表現は情報伝達行動が終わっていないこ

と，ひいては，「話の展開に関する主導権」を持ち続けようという話し手の意志をも表している．

したがって，このような接続を表すメタ言語的な表現もまた r話の展開に関する主導権J を持ち

続けるための技術としての性格が強いと考えていいだろう．

（例 3) 資料2より

01 Biふ一一一ん そう↑ あんまり話さなかった↑その時

02Fi うん↓ 00先生は本当に一言だけ うん↓ うんうん

03B: うん↓

04F lうん 《《 A でも 一番分かりやすかったけど （笑う） フラ

OS Bi うん↓

06F！ンス人ーが どうして一 日本人から見ると なんでいうの↑ こ個性が強いとかそういう
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07B i うんうんうんうん う

08Fはョうに思われるか という話でー それはー あのー教育一ーに A あのー理自があって

（例 4) 資料3より

01Gi《 A あのなんかーんー→この間一初めてーあの職場の人と 食事をしに行って

02Hi うん↓ 中華街↑ う

03G( 中華街じゃなかったんですよー で除後綴媛議緩後援務幾重ヨ今度パーティーを

04Hiん↓ 中華街じゃなかったの↑え一一 うん↓

OSGiやるんですね↑ あのー 《 何だろう 6月一10日に コースが終わるんですよ

06HJ うんうん あーその修了

07G: うーん↓ でその下見っていうのがメインの目的でーでまあ他に

08H／パーティーみたいな↑ うん↓ （咳） うんうんうんうん

（例 5) 資料2より

01 Bl A 《《《 ん一→ あー

02F 今日 なつにもねー↓ 予習せずに一 行って－ 00先生の授業なんだけど…

03B jあー あー↓ うん↓

04F! こっ講読みたいな授業でー でばーっと読んで訳してっていう授業のね↑

OSB 

06F 

あ…ょ

やってなくて 当たったら ××× とか思ってたら やっ幸い当たらなくて よかった

07B iかったね↑

08F 

よかったね↑

（笑う）

（笑う） スリル満点よねー↑ （笑う）

う一一ん↓ 長いなー と思って もう

09B/ うん↓

10Fiその 00先生にー あのー論文の計画書↑ を提出しなくちゃいけなくて こんっ今月 末

11Bi そうだね↑

12F！までに 《 だけど末って言っても後火曜日まででしょう↑ だから月火↑

このように， f接続表示」は，情報伝達行動の「持続」にあたってみられる技術の 1穣であり，

接続語句だけではなく，メタ言語によって表されることもある．

3-2. 注目要求（技術2)

情報伝達行動の「持続J にあたって，「注目要求」という技術も話し手によって使われる． 自

分の情報伝達行動を他の会話参加者に注目してもらうことによって，他の会話参加者の行動によ

る中断を防ぐことができるからである．これは，自分の情報伝達行動を順調に続けることに繋が

る（李 1995）.「ほら」「あのねJ 「語尾の延長J 「同一語句の反復」「上昇音調J などによって表

される．
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3-2-1. rほら」の使用

次の（例 6）では，話者Iが友人の結婚式で、歌を歌ったことについて述べている. OS行自におけ

る話者Iの「ほら」が「注目要求J の例である．

（例 6) 資料4より

01 Iiもう 仲人さんが挨拶の時に入ってたんだわね↑ あたし だからさー もう 自分が一体

02 Ji ふ一一一ん

03 I iいつ歌っていいか分かんないじゃんねー↓ まあそんな まだ始まったばかりだから まだ

04 J / うんうん

OS I iまだだと思ったけど でどきどきしててさー そいで何回も何回も何回もさ－

06 Ji うんうん うーん↓

07 I！お色直しとかでいなくなる聞に歌うでしょう↑ そすと 司会の人 じゃー ここであ

08 J J うんうん

09 I iのー 自’慢の喉を披露してもらいましよう とかつて言うんじゃんね （笑う） それで あたしか

10 Ji （笑う）

11 Iiな…↑ とかつて思って… どきどきして （笑う） そしたら 親戚のおじちゃんだったとかさ－

12 Ji （笑う） どきどきして

また，次の（例 7）では，話者Bが卒業論文の口頭試問の時のことについて述べている. 01行

目における話者Bの「ほら」もその「注目要求J の例である．

（例 7) 資料2より

01 B i《《 なんか最初に聞かれたのがー あたし移入民一子女の一 子供が持ってい

02F! うん うーん↓

03B：る言葉の問題とかさー 取り上げたじゃんねー↓ 《《 iどうしたの↑

04F! うーん↓ I いや雨降ってるか

OSBi 傘持ってる↑ 貸してあげるわ うん↓××

06F iなー とか思ったの↓ 持つてない （笑う） あーーありがと じゃ車ま

07B：×××× 

08F：で うんう

その もう 今の一子供たちって二世とか三世になってるでし

うん↓

09Bjょう↓ で二世とか三世になってるにもかかわらずー まだ親のーなに↑ 母国に

10Fi うん↓ うん↓

但し，このような「注目要求J があるにもかかわらず，他の会話参加者（聞き手）が注目を示さ

ないこともある． この時，自分の情報伝達行動が中断されやすくなる．例えば，上の（例 7）で
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は，話し手である話者Bが「ほら」という注目要求を使っても，聞き手である話者 Fは注目を

長く示していないため， 03行闘の 2秒の沈黙の後，｛ ］内の会話が現れている．それによって，

元の話（卒業論文の口頭試問の時のことについての話）が一時的に中断されている．

なお，上の（例 6）における「ほら，お色直しとか，で，いなくなる聞に歌うでしょう↑ J, （例

7）における「ほら，あたし，移入民一子女のー，子供が持っている，言葉の問題とかさー，取り

上げたじゃんねー↓ J は聞き手にあることを気づいてもらったり思い出してもらったりするため

の発話であるだけではなく，「ほら…」のような発話を前置きとして使うことによって，その次

にくる伝達事項を順調に提出するための発話だとも考えられる．

3-2-2. 「あのねJ の使用

次の（例 8）では，話者Bの情報伝達行動の途中で，話者 Fの「あ，本当↓，あ，そういうの

を読むといいねー↓，ありがと－J (04, 06行目）という発話が入っている．このような他の会話

参加者の割り込んできた発話によって，元の話し手の情報伝達行動が中断されることがある．

（例 8）では，元の話し手である話者 Bは，「あのねー↓ J(05行目）を使ってから，情報伝達行動

を続けているため，中断が現れていない．この「あのねー↓」は，他の会話参加者の注目を引く

ために使うものだと考えられる．

M

ワ
ト
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h

q，ぉ料資ヘソ

B

F

‘
《

4
1
q
J
H

例。。 砂漠がテーマなの↑ ××× あの

うん↓ そう↓ 砂漠にしょうかなー とか思って （笑う）

03B 

04F 

さー 砂漠についていっぱい書いてる エッセーの中で

うん↓ ×××× あ本当↓ あ そういうのを読むといいね

OS Bi f典的委託守主主j 「砂漠一この神の土地」っていう エッセーがある と思うよ あの

06F lー↓ありがとー ふ一一一一ん うん↓

07B 

08F 

そう↓砂漠に神を見出すんだって なんにもないところに た、から

うーん↓ サン＝テグジュベリとかもそう↓ うーん↓

09B ！なにか共通する点 あるかもしれないから 読んでみると いいかもしれない

10Fi うーん↓ うーん↓ ありがと そう↓ だから これ

但し，他の会話参加者が話すことをやめ，聞き手になり続けることを引き受けない限り，様々

な言語表現によって「注目要求J を行っても，その効果は得られない．この場合，自分の情報伝

達行動を続けるのはやはり無理なことであろう．次の（例 9）を参照されたい．この例では，話者

Aが修士論文のデータを収集するために必要な被験者に学校に来てもらうことの難しさについ

て述べている．その途中で，聞き手である話者Cの「でも，そう嫌かな，撮られるの A 時聞が
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問題↑ J(08行目）という情報要求が入っている．この聞き手（話者 C)からの情報要求に対して，

元の話し手（話者A）はその求められた情報を提示してから， rあのねー↓，結構ねー↓…」（09行

目）のように，何かを伝え続けようとしている． この「あのねー↓ J の使用も r注目要求」とい

う行動の現れだと考えられる．但し，この伝え続けようとする γ何かJ は聞き手である話者 C

の「でもねー↑， うん↓，世の中ねー↓，そんな忙しい人ばっかりじゃないでしょう↓ J(10, 12 

行目）という発話によって中断されている．

（例 9) 資料 1より

なんかこれってわりと 肉体労鋤っぽいからー あ ×××××× 

肉体ろう （笑

なんかおねお願いしますお願いしますなんかさ一生命保険かなんかの勧誘やってる

肉体労働 うん↓

さー押しを強く とかさー あの向こうが嫌だと言っても 諦めないとか

うん↓ うーん↓ でも でもー

いやっ そう↓ A そんな感じする うん↓

でも そう嫌かな撮られるの 《 時間が問題↑ 時間の拘束だけ

うん↓ 結構ねー↓ うん↓

でもねー↑ うん↓ 世の中ねー↓ そんな忙しい人ばっかりじゃ

そうだけどさー なんかー 《 でもさー なに…↑ ついでだったらいいけどー

フ

わざわざこれのために学校に来る とかつてことは絶対ならないからー だから

あ それは嫌だろうね↑ うん↓ その

3-2-3. 語尾の延長

次の（例 10）では，話者 Iの情報伝達行動の途中で，話者Jの「あ，本当↓，みんな，代わっ

た，で，ゃな，やっぱり，全然，連絡しとらへん」（04,06行目）という発話が入っている．ここ

では，元の話し手である話者Iが自分の情報伝達行動を続けるに際して，「代わって…一」（03行

自）のように，語尾を延ばしている．このような「語尾の延長J は， γ話の展開に関する主導権」

の競合の時に観察される技術の 1積である． γ語尾の延長」は， f他の会話参加者の注目を引く J

という働きを持っているため，その使用によって，自分の「話の展開に関する主導権J を持ち続

ける意欲も表面化されるのではないかと思われる．

（例 10) 資料4より

01 I 

02 J やんって今 どこの営業所にいるの↑

んーとね↓ 00ちゃんはねー↓ A 00ちゃんも
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ったんだよね↑ 前栄だったんだけど一一

あ本当↓ みんな代わったでやなやっぱり
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OS I 

06 J 
ゃんかみつ 上前津だったかなー↓ 《うーん↓ なんかあんまり はっき

連絡しとらへん （笑う） あ ほんま

07 I：り 覚えてないけど上前津だったような気がする 《 かみまえつ あっ 上前津じゃな

08 J ! ふ一一ん

09 I iいかなんかどこだったかなあんまり はっきり分かんないけど うん↓ すっ

10 J 1 ふ一一ん ＜＞＜＞ちゃ

3-2-4. 同一語句の反復

次の（例 11）では，話者Bと話者Fの発話が 03,04行目のあたりで，震なって現れている．こ

のような「話の展開に関する主導権J の奪い合いに際して，話者Bは「ちゃんと，ちゃんとさ

ー」（03,05行目）のように，同一語句を反復してから，自分の未完了の情報伝達行動を続けてい

る．このような「問一語句の反復J も他の会話参加者の注目を引くために使われるものだと考え

られる． この話者Bの「注目要求J に対して，話者 Fは06行自の最初の「うーん↓」によっ

て，自分の注目を表している．

（例 11) 資料2より

01 B もう 東京一一

02F! A なんかこれー これができたからすっごい気分的にまあ楽っていう あーすごい

03B！行くのも 気楽じゃん↑ そこが偉いんだって あたしさー どっか行くのにさー

04F ×××× ×××× ××××× か

OSB! 隊溺踏切 何でも終わらせて行こうと思うんだけどー それやった

うーん↓ うーん↓

07B！試しがないもん 偉いね↑ Fちゃん なんで↑

08F! うーん↓ 昨日の夜もいや 最 近 ー な ん か 眠 れ な く て 全 然 眠

上の（例 11）にみられるように，「同一語句の反復J によって，他の会話参加者の注目を求める

場合，語句をそのまま反復するだけではなく， γさ－_J rねー」もその後につけて使うことが多

い．もし，「さー」「ね－_J をその後にっけない場合は，話し手は，その反復される語句の語尾を

延ばして発音するであろう．

3-2-5. 上昇音調の使用

次の（例 12）では，話者Iの情報伝達行動における「そのお年寄りのー↑ _J(07行自）「そういう

仕事↑」（09行目）が上昇音調で現れている．伝達情報は話し手である話者 Iしか持っていない
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ため，この上昇音調の「そのお年寄りのー↑」「そういう仕事↑ J は，聞き手である話者Jに情

報の正しさを確認するものでもないし，向調を求めるものとも思えない．話し手である話者 I

は，上昇音調の使用によって，開き手（話者J）の注目を求めていると考えていいだろう．

（例 12) 資料4より

01 I 

02 J 

03 I 

04 J 

OS I 

06 J 

09 I 
' に三三ぷぷ

10 J ！うん↓

んーとね↓ こなその時聞いた時はまだ同じーその

今 どうしてるのー↑

その老人ホッ老人ホ…ムではな A その老人ホームはやめてー で

やめたんちゅうの↑ うーん↓

うん↓別のそれは老人ホームとは違うのかなんか知らないけどー そう

うーん↓

なんか なんかの手続きの の代わりをやったりとかー

うん↓

だから 実際に… そ介護するんじゃなくって一事務的な処理 《 をする

うん↓ ふ一一一一一一一一…ん A あ一一

上の（例 12）では，「そのお年寄りのー↑ Jrそういう仕事↑ J という注目要求に対して，聞き

手である話者Jがそれぞれ， 08行目の「うん 」と 10行自の 2番目の「うん↓」という発話に

よって自分の注目を表している．

上に挙げた 5つの「注目要求」以外にも，次の（例 13）にみられる「～さ」「～よ」「～ねJ 「～

よねJ のような表現によって，聞き手に注目を求めるものもある．

（例 13) 資料5より

01Ki うーん↓ 、 うーん↓

o叫名前でも圏ちなんか一匹ヨ読み方が全然違う子叩巾圏 今日も大ぼけ

03Ki うーん↓

04Ljで 「トミロわ って書いてあるんだ函習 名前でも 「トミオ」 って読むの凶それを

OSK：うん↓ うん↓

06Li 大きな声で 「トミロウ一一」 とか言ったら （笑う） で みんながそれを笑うんだって

07K：－……ー

08Li 「先生，トミオだよ」とか言って A ん まあ いいやー って思って カッコーいい名前の子

このように，情報依達行動の r持続」にあたって，「注目要求」も技術の 1種として使われる．

「ほらJ rあのねJ 「語尾の延長J r 同一語句の反復J 「上昇音調J などによって表される．位し，

会話参加者の親疎関係・上下関係などを考慮し，これらの表現を使い分ける必要があると息われ

る．
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3-3. 時間藤ぎ（技術3)

定延（1993:70）が述べているように，「話し手は，自分がこれから発話する形式の最後部まで

を，常に明確に把握して話し始めるわけではない．寧ろ，話しながら様々なことを考え，考えな

がら話していく」・そのため，情報伝達行動の途中で，依達上の問題（伝達内容または伝達方法に

関する問題）が現れることがある．このような問題を処理するために，「考える時間」が必要にな

ってくる．ここでは， γ時間稼ぎ」という技術が現れる．

次の（例 14）における「ん一一→」「えー→J 「あのーJ がその「時間稼ぎ、」の現れである．話

し手はこのような言語表現の使用によって，「私は，今，伝達上の問題を処理している-1 r私の話

は，まだ終わっていない」ということを他の会話参加者（聞き手）に分かつてもらうことができ

る．その結果，他の会話参加者（聞き手）は今の話し手に，問題を処理するために必要な「考える

時間J を与えるため，話し手は自分の未完了の情報伝達行動を続けていくことができるわけであ

る．また，このような話し手の「時間稼ぎ、J の裏にある問題処理行動を察知して，聞き手である

会話参加者が何らかの助け船を出すこともある．

（例 14) 資料 3より

01G! うん↓

02H！日常の物は h 荻謹の辺り h 荻窪の辺りで済ませてー デパートは 《《 14'i~浮ききj 何か

03G! うーん↓ うーん↓

04H！捜すからー あーん たくさん物を一応見たいな｝↑ 品物を見比べたいなー↑ っていう時は

OSGi うーん↓ うんうん

06H！《 新宿の伊勢丹ー↑ （笑う） 新宿が近いから h でー （咳） もう 買う物が決ま

07G! （笑う）

o叫っててー 《区ヨでも一応デパートで医国義理を果たさなくちゃいけないってい

09Gi ふーんそうか

10Hfうようなケースの時は一 吉祥寺の伊勢丹 （笑う） うーん↓ 《《 そんなに人も

また，次の（例 15）における「そうね↑ _J, （例 16）における「そうだねー↑」は肯定表示という

より，「時間稼ぎ、」のために使われるものだと考えた方がいいだろう．「次に何を伝えたらいいか

について考えているJ，という印である．

（例 15) 資料 1より

01Ai うん↓ ちょっとねー↓ インフォーマントにさー ちょっと 機械がうっ 動き

っちゃうねー↑ う一一ん う
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ませんので また来週お願いしますって言えないじゃない↑ いっ M1の人なんかだったら

うん↓

まだいいけどー そんな初対面の人とかだったら ちょっとねー↓ だ、からー

うんうん そうだねー↓ うーん↓

今だから M1の人色々 お願いしてるけどー はっきり含って機械操作のなんか

うん↓

（例 16) 資料1より

01Aiなんーか これで もう あたしは消耗しきってるよ この 2週間 1週間かー 2週間ぐらい

02Ci そうだね↑ あ一一一 被験者の人捜し

03Ai そうそうそうそうそう だから一理想ー り多けれ

04C jで↑ うん↓ でも最終的には何組要るの↑ 何だっけ

OS Aiば多いほどいいけどー ま…あ 00先生なんか 4組でいい とかつて 言っててー うん↓

06Ci うん↓ うん↓ 日本4組

07Ai だから 8人8人 だけど《んー → 隊 議 銀 調 う ー ん ↓ で も そ れ も 見

OSC！向こう 4組 うん↓ うーん↓

09A！っかるかどうかちょっと クェスチョン ってところがあるからー結構暗いんですよね あた

10C; う一一一ん↓

次の（例 17）の 06行目における話者Hの発話一「なんていうんだったっけ」は問題処理行動の

現れである．問題を処理するために必要な「考える時間」をこの「なんでいうんだったっけ」と

いう発話で生み出している．ここでは，聞き手である話者Gが問題処理中の話し手（話者 H）を

助けるために， 05行自の「いしかわちょう J r元町」という助け船を出している．また， 09行自

における話者 Gの発話一「なんでいうんでしょうね↓ J も問題処理行動の現れである．この発話

によって，問題を処理するために必要な時間を稼いでいる．

（例 17) 資料 3より

01Gi うん↓

02Hい《 今年のお正月に A 中華鍋とかいろんなものを 買い出しに行きながら

03Gi 

04Hi中華も食べてー って 《《 その時に A あれほら あのすごく 有名な店が並んでる通り

OSGi A いしかわちょう 元町 うー

06H！って｜なみてW翌九だづたっザ！ いしかわちょう そうそうそうそうそう 元町そう

07G1ん↓ うーん↓ A 《 まあ歩いて歩けない距離じゃないけど

08Hiそうそう 《《 で そこを通って
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09G［ちょっとん A その 主義幾多類縁滋季語翻 A 中心と中心↑ の聞があるんですよね

10H: うん↓ うー一一一一一一一一一

11Gi一↓横にだから中華街と 《元町もちょっと離れているしー うーん↓で

12H！－一一一ん うん↓そうねー？うーん↓

13Giひと駅乗るのも馬鹿らしいしー

14Hi だから 結局 どこ どこで降りたんだっけなー↓ いしかわちょ

「時間稼ぎ」として使われる言語表現には以下のようなものがある．そのうちの一つだけを使

うこともできるし，それらを組み合わせて使うこともできる．

あのー／

まあ／

んー／んーと／んーとね／

えー／えーと／えーとね／

そうね／そうだね／そうですね／

なに／なんだ／なんだろう／

なんでいうの／なんというの／なんでいうか／なんというか／

なんていうのかなー／なんというのかなー／

なんだったっけ／なんでいうんだったっけ／

なんでいうんでしょうね

なお，上に挙げた言語表現を使わずに，単に語尾を延ばすことによっても，この「時間稼ぎJ

の効果が得られる．

3-4. 他者無視（技術的

情報伝達行動の途中で，他の会話参加者の発話が入ってくることがある．この場合，その発話

を無視して話し続ければ，自分の情報伝達行動を最後まで成し遂げることができる．例えば，次

の（例 18）では，話者 Fが一度なくしたが戻ってきたコピーカードのことについて述べている．

その途中で， 05行目の話者Bの「使われてたでしょう↓」という情報要求が入っている．但し，

話者 Fはこの話者Bの情報要求に対しての応答をすぐに出していない．言い換えれば，ここで

は，話者 Fはこの話者Bの情報要求である発話を無視して，自分の情報伝達行動を続けている

ことが観察される．

（例 18) 資料2より

01B: 名前書いてあったの↑ わたし×××

02F i （笑う） 届け出て いやんーん↓↑ それは後で書いたの↓ （笑う） もらってから

03Bi×× うーん↓ そうよねー↑

04F! うーん↓ 書いといた方がいいよー なくした時にねー↓ あのー戻ってくるか
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05 Bi A A あのさー わたし うーん↓ 使われてたでしょう↓

06F lら そしたら使えうーん↓前は使えたー 前は使えたコピー機

07Bj うん↓ えー↑

08F iにー これこのカード入れても使えないからー どう どうしたらと思って 分

09B！本当↑ でも まだ途中でしょう↓

10F lかんないうん↓そう↓ またこういう うん↓ でしょう↓ だからなんでだろう

以上のように，情報伝達行動の「持続J にあたって， r接続表示」「注目要求J 「時間稼ぎ」「他

者無視J の4種類が技術として観察された．この 4種類の技術は，「話の展開に関する主導権」

を持ち続けるための技術とも考えられる．「話の展開に関する主導権J を失いそうな場合に特に

必要とされるものである．このような技術を使うことによって，話し手は，飽の会話参加者の言

語行動または非言語行動による中断を妨ぎ，自分の言いたいことを最後まで言い続けることがで

きるのだと考えられる．

4. まと め

本稿では，「情報伝達行動の持続J に焦点を当て，情報伝達行動の中断を防ぐために使われる

技術er話の展開に関する主導権」を持ち続けるための技術）を「接続表示J 「注目要求J 「時間稼

ぎ、J 「他者無視J の4種類に分けて述べた．

自分の言いたいことを最後まで願調に雷い続けるのは簡単なことではない．特に，日常会話の

ような場面では，他の会話参加者の行動により，自分の情報伝達行動が始められなかったり，途

中で中断したりすることがある． したがって，「話の展開に関する主導権J を独占し，他の会話

参加者の行動による中断を防ぎ，自分の情報伝達行動を成し遂げるためには，確かに何らかの技

術が必要である． 日本語母語話者はその技術を自然に身につけるのが普通であるが，日本語学習

者にとっては重要な学習項目の一つではないかと思われる．谷口（1989），島（1988）は，「会話技

術J，「会話ストラテジーJ が会話教育において扱われるべき項目だと主張し，また，その項目の

リストを提示している．このような項目を教育の現場に導入するためには，まず，本稿のような

基礎研究の存在が必要であろう．

情報伝達行動の「持続J にあたってみられる技術が会話において果たす役割の重要性を認識す

るならば，それらを学習項目として日本語教育の現場に導入する必要性も認識しなければならな

いであろう．
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